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にぎわい創出への第一歩
元日野サンプラザの出店候補者が決定しました

　町では現在、まちのにぎわい創出に向け、遊休施設・元日野サンプラザの整備を進めています。同施設を、

「賑わい交流ゾーン」「オフィスゾーン」「セレモニーゾーン」に区切り、複合施設としてリニューアルオープ

ンする予定です。

　昨年１２月、賑わい交流ゾーンおよびオフィスゾーンの出店候補者を募集したところ、４社から申し込みが

あり、３月に開催した審査会で３社を出店候補者として決定しました。

　今後は、店舗の配置や内容などを調整し、店舗の改修設計および改修工事を行います。また、施設の空きス

ペースを利用し、新たな出店者の募集などを検討していきます。

賑わい交流ゾーン

セレモニー
ゾーン

オフィス
ゾーン

にぎわいのあるまちへ

元日野サンプラザ

※今後、施設の新しい名称も公募していく予定です。

皆さんのアイデアをお寄せください。

出店候補者および出店内容（申込順）

①株式会社山陰合同銀行

　支店業務（根雨支店の移転を検討）

②日野町観光協会

　宝くじ売り場の設置、名物・郷土料理や農林水産物の販売

③広島ガス住設株式会社根雨営業所

　コインランドリーの設置・運営

◀
金
持
神
社
の
集
客
力
を
生
か

せ
る
か
期
待
が
か
か
る

【問合せ先】役場企画政策課（電話 72-0332）

　

町
で
は
、
町
営
の
小
型
バ
ス
車
両
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新

型
車
両
１
台
（
44
人
乗
り
）
を
購
入
、
４
月
5
日
か
ら
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
バ
ス
は
、
中
型
バ
ス
車
両
で
、
車
体
に
日
野
町
出

身
の
洋
画
家
・
漫
画
家
の
木
山
義
喬
作
「
漫
画
四
人
書
生
」

の
登
場
人
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

運
行
路
線
は
、
菅
福
線
で
す
。

《
町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う
》

　

町
営
バ
ス
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
交
通
機
関
で
す
。
運

賃
は
す
べ
て
町
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
交
通

機
関
を
守
る
た
め
、
多
く
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
役
場
企
画
政
策
課
（
電
話　

72
‐
０
３
３
２
）

町
営
バ
ス
の
新
型
車
両
が

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。▶木山義喬（日野町根雨出身）作

「漫画四人書生」（1927年）より

乗降ステップも付いていて
とても安心です。
僕たちが描かれた町営バス。
ぜひ、ご利用ください。
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根雨小金管バンドとの合同演奏。元気な音色が響く

　
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、
地
域
の
人

や
保
護
者
へ
の
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
、3
月
20
日
、町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
桜
薫
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
卒
業
を
迎
え
た

3
年
生
と
部
員
ら
と
の
最
後
の
ス
テ
ー

ジ
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
町
民
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、

コ
ー
ラ
ス
を
含
め
10
曲
を
披
露
し
た
ほ

か
、
根
雨
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
と
の
合
同

演
奏
も
行
い
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
卒
業
す
る
3
年
生
5
人
は
、
3
年
間
の

思
い
出
な
ど
を
語
り
、
家
族
や
地
域
の
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
「
桜
薫
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

復
興
へ
の
祈
り
を
歌
声
に
乗
せ

第
7
回
ひ
の
歌
謡
・
演
芸
大
会

　
入
場
料
の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
へ
送
り
、
復
興
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
3
月
19
日
、
第
7
回
ひ
の

歌
謡
・
演
芸
大
会
（
ひ
の
歌
謡
・
演
芸

友
の
会
主
催
）
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
地
元
日
野
町
を
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
合
計
約
40
組
が
出
演
し
、

自
慢
の
の
ど
や
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
21
日
に
は
、
主
催
し
た
同
会

代
表
の
松
村
譲
さ
ん
（
秋
縄
）
が
役
場

を
訪
れ
、
集
ま
っ
た
入
場
料
の
一
部

5
万
3
千
円
を
義
援
金
と
し
て
、
被
災

地
に
送
っ
て
ほ
し
い
と
景
山
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

宇田元子さん（黒坂）も堂 と々した歌いぶりを披露

まちの話題

一斉放水を行う町消防団

　
町
消
防
団
（
廣
川
光
保
団
長
）
の
出
初

式
が
、
4
月
2
日
、
黒
坂
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
な

ど
優
秀
な
団
員
の
べ
15
人
へ
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
景
山
町
長
が
「
昨

年
、
町
内
で
は
大
き
な
火
災
な
ど
は
起
き
な

か
っ
た
が
、
鳥
取
県
中
部
地
震
の
発
生
な
ど

災
害
は
大
規
模
化
し
て
き
て
い
る
。
皆
さ
ん

に
は
、
住
民
の
安
心・安
全
な
暮
ら
し
を
守
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
黒
坂
駅
前
か
ら
町
公
民
館

前
ま
で
、
消
防
車
と
消
防
団
員
が
行
進
し
、

カ
ワ
コ
公
園
向
か
い
の
日
野
川
沿
い
で
一
斉

放
水
を
行
い
、一
年
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

壮
麗
な
水
の
ア
ー
チ
が
描
く
、
防
災
へ
の
誓
い

日
野
町
消
防
団 

消
防
出
初
式

第 45 回

日野弁ピックアップ「も」
もえる…増える／「水が―」。
もぉへぇ…もはや／今となっては。
もくれる…転ぶ／滑る。⇒まくれる。
もだれ…軒下／家の周り。もっとぉ…血筋／家系。
ものをいう…あいさつする／意見を言う。
もぶる…塗る／付ける。⇒まぶる。
もろぶた…餅などを入れる長方形の木製の食品入れ。

協力：日野町歴史民俗資料館友の会

「
も
と
ぉ
ら
ん
」

　
日
野
弁
の
中
で
、
人
物
を
評
す

る
言
葉
は
数
あ
れ
ど
、
最
も
自
分

が
言
わ
れ
た
く
な
い
も
の
の
一
つ

が
、「
あ
の
も
な
ぁ
ー
も
と
ぉ
ら
ん

奴
だ
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
弁
が
立
つ
、
話
が
で
き
る
、
役

に
立
つ
、
な
ど
の
意
味
の
「
も
と
ぉ

り
」
の
否
定
形
が
「
も
と
ぉ
ら
ん
」、

す
な
わ
ち
、
口
下
手
で
役
に
立
た

な
い
、
仕
事
が
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
表
現
は
、
日
野
地
域
だ
け

で
な
く
、
広
島
方
面
で
も
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
で
す
。


